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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
カ
ネ
ミ
油
症
被
害
者
の
救
済
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
カ
ネ
ミ
油
症
の
原
因
及
び
治
療
法
の
究
明
等
を
目
的
と
す
る
組
織
で
あ
る
油
症
研
究
班
の

「
油
症
診
断
基
準
（
二
〇
〇
四
年
九
月
二
十
九
日
補
遺
）
」
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
医
学
的
、
疫
学
的
及
び
科
学
的
知

見
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
の
改
定
に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
で
あ
る
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
（
以
下
「
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
」
と
い
う
。
）
の
血
中
濃
度
に
関
す
る
事
項
が
当
該
油
症

診
断
基
準
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
当
該
油
症
診
断
基
準
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

カ
ネ
ミ
油
症
の
原
因
物
質
は
、
当
初
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
以
下
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
」
と
い
う
。
）
の
み
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
油
症
研
究
班
の
研
究
に
よ
り
、
昭
和
五
十
年
に
ラ
イ
ス
オ
イ
ル
中
に
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
が
含
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、

昭
和
五
十
二
年
に
は
、
油
症
患
者
の
脂
肪
組
織
及
び
肝
臓
中
に
も
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
等
か
ら
、
油
症
研
究
班
に

お
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
の
研
究
報
告
に
お
い
て
、
「
油
症
原
因
物
質
と
し
て
の
主
役
は
、
か
つ
て
考
え
ら
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ

一



と
い
う
よ
り
、
こ
れ
に
混
在
し
て
い
た
微
量
の
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
当
時
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
ど
の
よ
う
な
物
質
が
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
認
識
し
は
じ
め
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三

年
十
二
月
十
一
日
の
参
議
院
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
医
薬
局
食
品
保
健
部
長
が
「
厚
生
労
働
省
と
し
て
Ｐ
Ｃ

Ｄ
Ｆ
を
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
い
う
も
の
と
認
識
し
た
と
い
う
の
は
千
九
百
八
十
年
代
の
後
半
」
と
の
答
弁
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

油
症
診
断
基
準
は
、
発
病
条
件
、
重
要
な
所
見
等
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
の
油
症
診
断
基

準
の
改
定
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
血
中
濃
度
に
関
す
る
事
項
が
油
症
診
断
基
準
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
の
油
症
診
断
基
準
の
改
定
以
後
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
診
断
基
準
を

参
考
に
、
関
係
都
府
県
の
知
事
に
よ
っ
て
新
た
に
油
症
患
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
者
は
二
十
五
人
で
あ
り
、
要
経
過
観
察
と

二



さ
れ
た
者
は
十
人
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
間
に
カ
ネ
ミ
油
症
の
認
定
に
つ
い
て
申
請
し
た
者
は
百
八
十
九
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
審
査
が
終
了
し
た

者
は
百
八
十
八
人
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
に
改
定
さ
れ
た
油
症
診
断
基
準
を
参
考
に
、
申
請
を
受
け
た
都

府
県
の
知
事
が
適
切
に
カ
ネ
ミ
油
症
の
認
定
の
可
否
の
判
断
を
行
い
、
そ
の
結
果
新
た
に
認
定
さ
れ
た
者
が
二
十
五
人
と
な

っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
の
油
症
診
断
基
準
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
等

に
通
知
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
食
品
衛
生
主
管
課
長
会
議
等
を
通
じ
て
、
カ
ネ
ミ
油
症
の
認
定
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
等

に
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
依
頼
を
行
い
、
さ
ら
に
、
カ
ネ
ミ
油
症
に
関
す
る
相
談
等
に
対
応
す
る
た
め
、
油
症
研
究
班
に
油

症
相
談
員
を
設
置
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
等
、
カ
ネ
ミ
油
症
の
認
定
に
関
す
る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
三
項
に
お
い
て
、
「
公
害
」
と
は
、
環
境
の
保
全
上
の
支
障
の

三



う
ち
、
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
相
当
範
囲
に
わ
た
る
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
土
壌
の
汚
染
、

騒
音
、
振
動
、
地
盤
の
沈
下
及
び
悪
臭
に
よ
っ
て
、
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

環
境
省
に
お
い
て
は
、
食
用
米
ぬ
か
油
の
製
造
工
程
中
に
直
接
Ｐ
Ｃ
Ｂ
や
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
が
混
入
し
、
こ
れ
を
食
べ
た
者
に
健
康

被
害
を
及
ぼ
し
た
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
に
つ
い
て
、
公
害
と
し
て
と
ら
え
て
医
療
や
保
健
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

カ
ネ
ミ
油
症
事
件
に
お
け
る
仮
払
金
に
係
る
国
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
（
以
下
「
カ
ネ
ミ
油
症
の
仮
払
金
債
権
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
国
の
債
権
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
債
権
管
理
法
」

と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
債
権
免
除
に
係
る
規
定
の
適
用
の
検
討
を
含
め
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
に
つ
い
て
の
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
は
既
に
取
り
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
仮
払
金
を
返

還
し
た
債
務
者
に
対
し
て
国
が
補
償
金
、
見
舞
金
等
を
支
給
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

債
権
管
理
法
第
三
十
二
条
第
一
項
で
は
、
債
務
者
が
無
資
力
又
は
こ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
る
た
め
債
権
管
理
法
第
二
十
四

四



条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
履
行
期
限
を
延
長
す
る
特
約
等
を
し
た
債
権
に
つ
い
て
、
当
初
の
履
行
期
限
か
ら
十
年
を
経
過
し

た
後
に
お
い
て
、
な
お
債
務
者
が
無
資
力
又
は
こ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る

見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
債
権
並
び
に
こ
れ
に
係
る
延
滞
金
及
び
利
息
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
「
無
資
力
又
は
こ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
事
例
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

例
え
ば
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

カ
ネ
ミ
油
症
の
仮
払
金
債
権
の
債
務
者
の
収
入
、
資
産
等
の
生
活
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
カ
ネ
ミ
油
症
の
仮
払
金
債
権
に

つ
い
て
債
務
者
と
の
間
で
履
行
期
限
の
延
長
の
特
約
等
の
調
停
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
関
係
資
料
の
提
出
を
求
め
る
等
に

よ
り
、
そ
の
実
態
の
把
握
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
同
様
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

カ
ネ
ミ
油
症
に
つ
い
て
は
、
旧
厚
生
省
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
十
六
日
に
、
地
方
公
共
団
体
に
調
査
及
び
国
へ
の
報
告

を
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
の
発
生
が
地
域
的
に
広
範
囲
で
あ
り
、
不
明
な
点
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
油
症
研
究
班

五



に
診
断
基
準
の
策
定
を
依
頼
し
、
同
月
二
十
二
日
、
診
断
基
準
を
地
方
公
共
団
体
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
地
方
公
共

団
体
の
保
健
所
に
お
い
て
は
、
当
該
診
断
基
準
を
踏
ま
え
て
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
当
該
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
旧
厚

生
省
に
お
い
て
「
昭
和
四
十
三
年
全
国
食
中
毒
事
件
録
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

ま
た
、
カ
ネ
ミ
油
症
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
の
事
件
発
生
以
降
、
旧
厚
生
省
及
び
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
油
症

研
究
班
が
行
っ
て
い
る
検
診
を
活
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
継
続
的
に
油
症
患
者
の
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
「
汚
染
さ
れ
た
米
ぬ
か
油
を
食
べ
、
健
康
被
害
を
受
け
た
未
認
定
被
害
者
や
そ
の
子
供
（
二

世
、
三
世
を
含
む
）
」
に
つ
い
て
、
関
係
都
府
県
で
、
カ
ネ
ミ
油
症
の
認
定
手
続
き
等
の
広
報
を
行
い
、
円
滑
な
申
請
が
行

わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
ま
た
、
油
症
患
者
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
油
症
研
究
班
が
行
う

検
診
を
活
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
継
続
的
な
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

油
症
患
者
に
対
す
る
治
療
方
法
に
つ
い
て
は
、
油
症
研
究
班
に
よ
り
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
に
「
米
ぬ
か
油
の
食
用
に
よ

六



る
い
わ
ゆ
る
油
症
患
者
の
暫
定
的
治
療
指
針
」
が
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
に
「
油
症
の
治
療
方
針
」
が
、
昭
和
四
十
七
年
十

月
に
「
油
症
治
療
指
針
」
が
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
に
「
油
症
治
療
指
針
」
の
改
定
及
び
「
油
症
患
者
の
生
活
指
針
」
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
な
ど
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
根
治
的
な
治
療
方
法
に
つ
い
て
は
未
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最

近
で
は
、
漢
方
薬
を
活
用
し
た
臨
床
試
験
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

旧
厚
生
省
及
び
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
事
件
発
生
当
初
よ
り
、
油
症
研
究
班
の
研
究
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
科
学
研

究
費
補
助
金
等
に
よ
り
補
助
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
カ
ネ
ミ
油
症
に
関
す
る
治
療
方
法
の
研
究
を
支

援
し
て
ま
い
り
た
い
。

七


